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全学ニュース

第23回北海道大学－ソウル大学校ジョイントシンポジウムを開催

　11月 5 日（木）・ 6 日（金）に，
ソウル大学校（韓国）と北海道大学
のジョイントシンポジウムを開催し
ました。新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）拡大の影響を鑑みて，オ
ンラインで開催することとなった今回
のシンポジウムは，例年初日に開催し
ていた全体会の代わりに『COVID-19
中・後の世界における大学の役割』と
いうテーマの下，両校の大学間協定校
であるゲント大学（ベルギー），メル
ボルン大学（オーストラリア）を招
き，Zoomによる特別フォーラムを行
いました。続いて， 2日目以降に 4部
局から 5分科会が開催されました。
　特別フォーラムでは，ホスト校学長
として，本学寳金清博総長，ソウル大
学校オ・セジョン学長からの挨拶の
後，参加大学からそれぞれの大学での
COVID-19対策と現状の紹介がありま
した。続いて，本学横田　篤国際担当
理事・副学長から，本学のCOVID-19

対応現状と，その一環として札幌農学
同窓会による学生支援の輪と学生発信
の活動について紹介があり，ソウル大
学校アン・ドゥッグン国際担当理事か
らは，首都圏大学としての政府との連
動した取組の紹介やオンライン卒業式
等の試みが共有されました。
　ゲント大学フレデリック・デ・デッ
カー国際連携室長からは，ベルギーで
は年始すぐに国を挙げたCOVID-19対
応を迫られた反面，ゲント大学では教
職員の学生支援の意欲が高く，部署を
超えての枠組みができあがっている一
方，次年度のオンライン・対面のブレ
ンド型教育対応では，さらなる質保証
の確保の重要性を指摘しました。
　メルボルン大学マイケル・ウェズ
リー国際担当副学長からは，留学生受
入や教職員学生の海外経験，国際共同
研究・フィールドワーク，同窓生ネッ
トワークと大学の国際的評価等，それ
ぞれの面におけるCOVID-19の影響を

明文化し，内外で共通認識としている
こと，他方で，古くは黒死病後のルネ
ッサンスにあるように，パンデミック
後の人間の原動力への期待が述べられ
ました。
　ソウル大学校チャ・ソグォン国際担
当副理事をモデレータとしてのパネル
ディスカッションでは，視聴者との質
疑応答も行われ，参加大学の更なる連
携への展望等が語られました。
　特別フォーラムと同様にオンライン
で開催された各部局主催の分科会で
は，工学研究院，メディア・コミュニ
ケーション研究院，教育学研究院，歯
学研究院の参加教員及び学生による活
発な意見交換，情報交換が行われ，成
功裏に終了しました。
　第24回は令和 3年秋に，本学で開催
する予定です。

（国際部国際連携課）

特別フォーラムの様子（左上より時計回りに，
川野辺創国際連携機構副機構長，ゲント大学
デ・デッカー国際連携室長，横田理事・副学長，
寳金総長，ソウル大学校アン国際担当理事，
オ同校学長，チャ同校国際担当副理事，
メルボルン大学ウェズリー国際担当副学長）

メルボルン大学ウェズリー国際担当副学長による講演 寳金総長挨拶の様子
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　本合同シンポジウムは，ソウル大学
のイ・ミョンギュ教授を窓口とし，今
年度は11月 6 日（金）に北海道大学工
学研究院材料科学部門をホストとして
リモート（Zoom）開催されました。
本学・ソウル大学双方から計15名の教
授・准教授に，ソウル大学・北海道大
学の大学院生及び学部生30数名を加え
て，計45名以上の参加者数となり，教
授陣と大学院生から材料科学に関する
最新の研究を紹介しました。今回の発
表テーマは，構造材料，生体材料，装
置開発，計算科学と幅広く，微視的な
視点から詳細に精査した最新の研究が
多く見受けられ，各テーマで活発かつ
有意義な討論が行われました。一部の
研究は，本シンポジウム後に情報交換
を行う約束を交わしました。また，今
回はリモート開催であるためか，例年

よりも参加者数が多かったように思わ
れます。次年度は，サマースクールの
開講を積極的に進める方向で一致して

おり，可能であれば学部生対象のイン
ターンシッププログラムも進める予定
です。

（工学研究院）

分科会1

The 9th HU-SNU Joint Symposium on Materials Science and Engineering
第9回材料科学に関する合同シンポジウム／工学研究院　教授　橋本直幸

　本分科会は，原子力工学分野におけ
るソウル大学校と北海道大学の情報交
換と交流を目的として行いました。今
回で23回目を迎える合同シンポジウム
ですが，原子力工学分野に関わる分科
会が開催されるのは 2 回目となりま
す。本年度は，原子力熱流動工学
（Nuclear Thermal-hydraulics）分野
を対象とし，ソウル大学のチョ・ヒョ
ンキュ准教授を窓口としてZoom開催
されました。
　ソウル大学校から 2名，北海道大学
から 2名の教員が参加し，原子力熱流

動の最先端のアクティビティが紹介さ
れるとともに，学生セッションでは各
校からそれぞれ 4名の学生が研究発表
を行いました。また，ゲスト講演とし
て韓国原子力研究員（KAERI）のユ
ン・ハンヨン博士に参加頂き，多次
元シミュレーション技術の最先端と世
界的動向についてご紹介頂きました。
本セッションにおける研究テーマは従
来の熱水力基礎実験に加え，多次元数
値解析や，熱工学と人工知能技術の融
合等，多岐に渡る研究成果が発表さ
れ，有意義な研究討議が行われまし

た。コロナ禍において多くの国際会議
が延期となり，対面での交流が難しい
中，英語での研究発表や質疑対応は北
大生にとっても良い刺激となったよう
でした。
　来年度は改めて北大が本シンポジウ
ムのホストとなりますが，新型コロナ
が早期に収束し，より活発な研究討議
が行えるよう願ってやみません。

（工学研究院）

分科会2

“Workshop in the field of Nuclear Thermal-hydraulics”
Joint symposium between SNU-HU 2020
原子力熱流動工学分野におけるワークショップ／工学研究院　准教授　三輪修一郎

分科会プログラム 分科会情報公開
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　本分科会は，12月11日（金）に，ソ
ウル大学校－北海道大学合同セミナー
として開催しました。新型コロナウイ
ルス感染症の感染拡大防止のため，
YouTubeでのリアルタイム配信とい
う形をとった本セミナーは，ソウル大
学校日本研究所所長の金　顕哲教授の
挨拶から始まり，同研究所金　孝眞准
教授と北海道大学金　成玟准教授の研
究発表を主軸とし，多くの研究者,学
生他視聴者の意見を受け付けました。
新型コロナウイルス感染症の拡散によ

り，両国間の移動と人的交流が難しい
状況が続く中，このような文化交流に
関する研究が持つ学術的かつ社会的イ
ンパクトを確認する場になりました。
コロナ禍かどうかに関わらず，時間的・
空間的制約なしに参加し易いYouTube
配信という形は，今後の分科会の新た
な形と思われました。今後の持続可能
な共同研究の方法についても考えてい
きたいとの結論に達しました。

（メディア・コミュニケーション研究院）

分科会3

Reinterpretating Korean Wave in Japan: from Contemporary and Global Perspectives
日本の韓流を読み直す：同時代性及びグローバルな視点から／メディア・コミュニケーション研究院　准教授　金　成玟

分科会放映風景1 分科会放映風景2 イベントポスター
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　本分科会は 4つの大学が持ち回りで
開催しており，2017年度はソウル国立
大学（SNU），2018年度は台湾師範大
学（NTNU），2019年度はカセサート
大学（KU）が会場でした。今年度は
北海道大学（HU）が会場の予定でし
たが，新型コロナウイルス感染症の感
染状況を踏まえてオンラインのみの参
加とし，台湾とタイとの時差を考え
て， 1月 6 日（水）， 7日（木）の午後
3 時から午後 5 時30分（日本時間）に
開催しました。SNUとKUからそれぞ

れ10数名の学生の参加があり， 1日目
はSNU，KU，HUからの学生発表（ 4
件），2日目はSNU，NTNU，KUの学
生と教員による発表（ 5件）と討論を
実施しました。Web会議の開催でした
が，質疑応答時間に複数の質問がチャ
ット上に同時に発せられるなど，学生
の活発なやりとりがありました。 2日
目の最後には，ブレイクアウトルーム
として，教員のみで将来像を協議する
ルームと学生が交流するルームを設定
しました。学生たちのブレイクアウト

ルームでは，COVID-19下での各国の
教育事情が話題になったようです。教
員のブレイクアウトルームでは，Web
会議を利用して， 4大学の教育プログ
ラムを相互に柔軟に活用するアイデア
が話し合われました。具体化に向け
て，検討していきたいと考えていま
す。　

（教育学研究院）

分科会4

HU-SNU-NTNU-KU 2020 joint session
Future course of HU-SNU-NTNU-KU joint symposium and research collaboration
HU-SNU-NTNU-KU 2020 ジョイントセッション
HU-SNU-NTNU-KU ジョイントシンポジウムと共同研究の将来像／教育学研究院　教授　大野栄三

オーラル・プレゼンテーション パラレル・ディスカッション（教員）

Zoom版集合写真
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　 1月28日（木）に，歯学としては第
3回目となる分科会を開催しました。
　本分科会は，ソウル大学校歯学部の
チョン・シネ准教授とライアン・ジン
ヨン・キム助教，本学歯学研究院の渡
邊　裕准教授と坂口　究助教の計 4名
による研究発表が行われ，急速に進展
する高齢化社会や現在直面している新

型コロナウイルス感染症の問題等に対
し，歯科の分野でどのように貢献して
いけるかなどについて，活発な意見交
換がなされました。
　今回は，新型コロナウイルス感染症
の影響でオンラインによる開催とな
り，直接往来をしての交流は叶いませ
んでしたが，両校の教員，大学院生を

中心に100名を超える参加があり，非
常に有意義なシンポジウムとなりまし
た。
　今後も，本分科会をはじめとした両
学部等の交流を継続し，教育・研究の
連携をより一層進めていく計画です。

（歯学研究院）

分科会5

Current topics of dentistry
歯学分野におけるカレントトピックス／歯学研究院長　八若保孝

渡邊准教授による研究発表 チョン准教授と参加者の意見交換

　本学は，ダイバーシティ研究環境推
進のための取組を進めています。この
取組の一環として，人材育成本部ダイ
バーシティ研究環境推進室では， 1月
16日（土）及び17日（日）に行われた
大学入学共通テスト業務において休日
出勤を行う教職員を対象に，養育する
未就学児の預かり保育を実施しまし
た。前年12月に学内周知を行い， 3名

の教員（男性 1名，女性 2名）より申
し込みがありました。
　両日ともに午前 7時から午後 7時ま
で，人材育成本部会議室にて，保育士
4名により， 2歳から 5歳までののべ
4名の保育が行われました。利用者か
らは，保育園が休みとなる日曜日に対
応していただき助かった，等の反応が
ありました。
　

　2021年度も引き続き入試保育支援を
実施する予定です。
　部局への通知，または当ダイバーシ
ティ研究環境推進室のWebサイトをご
確認ください。

（人材育成本部）

大学入学共通テスト業務に携わる教職員のための
未就学児一時保育を実施

一時保育中の様子




